長岡地区自然環境再生推進協議会規約
（目的）

第１条　中越大震災で被害を受けた長岡地区の中山間地及び里地里山の生物多様性に富む自然環境を、かつて中山間地及び里地里山に生息していたトキを象徴として再生・復興し、自然と人間が共生する地域社会を創出することを目的として、長岡地区自然環境再生推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。

（事業）

第２条　協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

　(1)　自然環境の再生活動
　(2)　自然環境保護に関する普及啓発
　(3)　希少動植物保護に関する普及啓発
　(4)　前３号に掲げる活動内容などを発信するための情報提供
　(5)　前４号に掲げるもののほか、必要な事業

（組織）

第３条　協議会は、第1条の目的に賛同する団体で構成する。
２　協議会に会長１名、副会長１名を置く。会長は、協議会を代表し、会務を統括する。会長が不在の場合は、副会長が代理する。
３　会長、副会長は、互選により決定する。
４　協議事項の検討及び調整を円滑に実施するため、協議会に幹事を置く。
５　前項の幹事は、長岡市環境政策課長をもって充てる。
（会議）

第４条　協議会の会議は会長が招集し、会長が議長となる。

　（庶務）

第５条　協議会の庶務は、社団法人長岡市緑地協会において処理する。

　（その他）

第６条　この要綱に定めるもののほか、協議会に関して必要な事項は、会長が別に定める。

附　則

　この規約は、平成２１年１０月２日から施行する。






